令和7年度事業報告（令和8年3月末）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障害者支援施設　春叢園
１　支援内容

（１）日中活動支援(生活介護)
利用者ニーズに沿った個別支援計画に基づき、利用者個々の特性に応じた日中活動が提供できるよう4班での活動を実施した。また、食事、入浴、排泄等の日常生活上の支援と共に、利用者自らが意思決定できる支援の取り組みや日常生活能力の維持・向上に努め、9月・3月にはモニタリングを実施し、支援内容の評価を行った。
文化芸術活動では、10月に『わいわい村』にて『阿波白鷺わいわい芸術・スポーツ祭2025』を開催。徳島県下の障害者支援施設や近隣企業、地域住民の方々にも参加いただき、12月には『ユニバーサル芸術祭・スローリーライブ2025』へ参加し、それぞれYouTubeや法人ホームページでの配信を行った。また、1月には『共生社会フォーラム㏌徳島2025』へ参加し、利用者をボーカルとしたバンド演奏(表現活動)の披露や事業所紹介を行った。その他、「第31回放美展」では、2名の利用者が入選され、2月には「障がい者芸術祭第31回エナジー」にて1名が受賞（きさらぎ賞）された。
スポーツにおいては、「ノーマピック・スポーツ大会」「ゆうあいスポーツ四国・香川大会」等、様々な競技大会に多数の利用者が参加し、メダルを獲得される等、日々の生活の中で生きがいや楽しみに繋がっていた。

【4班での日中活動支援について】
1 なごむ班：自閉症、行動障害を有する方を対象に環境を整えた、わいわい村「カモミールを利用し、個別支援プログラムに基づいた支援を実施した。
2 わいわい班：園外実習の機会やわいわい村での園芸作業、作業棟「レモングラス」での制作活動に取り組み、収穫した野菜や果物をJA産直市「とくとくターミナル」や「えがお」で販売し、作業工賃として分配した。
3 いきいき班：軽作業等の生産活動や制作活動に取り組みながら、利用者個々の希望に合わせて、文化、芸術、スポーツ等の余暇活動を提供した。
4 ゆったり班：日常生活上の支援と共に身体機能の維持を目的としてリハビリ訓練や運動、音楽療法に取り組み、理学療法士や柔道整復師が利用者の身体状況に応じた訓練を個別に実施した。

（２）施設入所支援
   　主に夜間において、入浴、排せつ、食事、睡眠等の支援や日常生活上の相談支援等を実施し､利用者一人ひとりの特性に配慮し、健康管理、栄養管理、衛生面については専門職と連携を図りながら日々の支援に努め、併せて栄養ケアマネジメントを継続して実施した。また、個別支援計画作成時には、すべての施設入所者に対して、地域移行の意向について確認し、地域移行に向けた動機づけ支援として、園外実習や食事利用、地域活動への参加を行い、11月には地域の関係者等を構成員とした地域連携推進会議を開催し、施設見学や利用者の日常生活の様子等、事業運営の確認を行っていただき、必要な要望や助言等、聴く機会を設けた。


1 行事関係　
行事参加については、利用者の特性や身体状況等に応じた合理的配慮を行いながら、
自己決定、自己選択出来るよう努めた。

	月
	行 事 内 容
	参加人数
	月
	行 事 内 容
	参加人数

	　4
	・誕生会
・お花見(わいわい村)

	2名
  54名

	10
	・誕生会
・社会学習(1箇所)
・阿波白鷺わいわい芸術・スポーツ祭

	4名
6名
130名

	　5
	・誕生会
	5名
	11
	・誕生会
・社会学習(2箇所)
・運動会
	3名
6名
53名


	　6
	・誕生会
・社会学習(2箇所)

	8名
9名

	12
	・誕生会
・社会学習(1箇所)
・一泊旅行(大阪USJ)
・クリスマス会
	9名
3名  
9名
57名

	　7
	・誕生会
・社会学習(2箇所)

	3名
5名
	　1
	・新年会(アオアオ
ナルトリゾート)
・誕生会
	55名

4名

	8
	・誕生会
・社会学習（1箇所）
	2名
4名
	2
	・社会学習(2箇所)
・誕生会
	8名
6名

	9
	・誕生会
・お月見会
・社会学習（2箇所)
	6名
48名
11名
	3
	・一泊旅行(高知)
・社会学習(1箇所)
・誕生会
	8名
3名
6名



2 スポーツ、文化芸術活動等　　
 　 各種スポーツ大会や芸術活動に積極的に参加、出展しており、利用者の楽しみや生き甲斐に繋がった。

	月
	参 　加 　行 　事 　名
	参 加 人 数

	
R7.5
	・31回 放美展
・松茂町資料館講座作品展（ひびき展）
・第5回　Tシャツデザイン展
・令和7年度 ノーマピックスポーツ大会
・全国障害者スポーツ大会ソフトボール中四国予選大会
	2名
8名
10名
11名
1名

	6
	・全国障害者スポーツ大会バスケットボール中四国予選大会
・全国障害者スポーツ大会フットソフトボール中四国予選
	1名
3名
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	・第5回　Tシャツデザイン展
・ 徳島県央部地域ノーマピック・ボッチャ交流大会


	　　　10名
　　　 3名


	8
	・徳島県ノーマピック・ボッチャ交流大会
	　　3名

	10
	・阿波白鷺わいわい芸術・スポーツ祭2024
・第39回ゆうあいスポーツ四国・香川大会
・まつしげ健活プロジェクト 秋のスポーツイベント
・2025パラアートTOKYO　第12回国際交流展
・第8回中国四国ブロックFIDバスケットボール交流大会
	130名
　　　　8名
　　　　6名
2名
1名

	11
	・第46回松茂町文化祭作品展
・第28回卓球バレー大会兼第13回他府県交流大会
	　　　    7名
　　　  4名

	12
	・ユニバーサル芸術祭スローリーライブ2025
	8名

	R8.1
	・共生社会フォーラム㏌徳島2025
・Doronkoパラリンアートカップ2025
	1名
3名

	2
	・みんなの創造フェスタ「障がい者アーティストの発掘展」
・「徳島障がい者芸術祭　第31回エナジー」
	4名
9名



3 園外実習　
就労意欲のある利用者を対象に3事業所での実習に参加し、実習先の合理的配慮により働きやすい環境の下、意欲的に取り組んでいる。

	実  習  先
	人 員
	内容
	実習状況
	実習手当(時給)
	所 在 地

	なるとや家具
	1名
	家具組立
	週2日
	(時給)480円
	鳴門市

	住居型有料老人ホーム　大和
	数名
	清掃作業
	週1回（1H）
	(1回)1,000円
	徳島市

	佐々木農園
	数名
	　 園芸作業
	週1回(1～2H)
	(時給)250円
	鳴門市



（３）生活介護、施設入所事業、月別利用者数
	
月

	生活介護（利用定員：59名）
(月別数 R7.4月～7月 58名
8月～9月 59名、10月～R8.1月60名、
R8.2月～3月59名)

	施設入所支援（利用定員：40名）
(月別数 R7.4月～5月 37名
6月～7月 38名、8月～R8.1月39名、
R8.2月～3月38名)

	
	延べ利用者数(名)
	開所日数(日)
	 延べ利用者数(名）
	 開所日数(日）

	4
	1,207
	22
	1,076
	30

	5
	1,202
	23

	1,058
	31


	6
	1,175
	22
	1,069
	30

	7
	1,204
	23
	1,086
	31

	8
	1,154
	23
	1,109
	31

	9
	1,185
	22
	1,122
	30

	10
	      1,286
	23
	1,138
	31

	11
	      1,163
	22
	1,075
	30

	12
	　　　1,235
	23
	1,081
	31

	1
	      1,178
	23
	      1,039
	31

	2
	　　　1,061
	20
	  985
	28

	3
	　　　1,191
	23
	　　　1,044
	31

	計
	     14,241
	269
	12,882
	365



（４）食　事
  本年度の食事献立、栄養管理に関する業務の基本的な支援内容は次の通りとした。
　ヘルスケアサービスの一環として、年齢や特性に応じて、適切な栄養量及び内容の食事を確保するための栄養管理、衛生管理を基本とし、利用者一人ひとりの栄養改善や食生活の質の向上のために、他職種と協働して栄養ケア・マネジメントを行い、適切な栄養ケアを提供した。
個人の嗜好を尊重すると共に、バランスの取れた食事が提供できるよう良好な食生活について支援を行った。
①　食事摂取量
　　 食事摂取基準を基に提供した食事の平均食事摂取量は次の通りである。

	
	ｴﾈﾙｷﾞｰ
(kcal)
	ﾀﾝﾊﾟｸ質
(g)
	脂肪
(g)
	Ca
(mg)
	Fe
(mg)
	VA
(g)
	VB1
(mg)
	VB2
(mg)
	ﾅｲｱｼﾝ
(mg)
	VC
(mg)
	食物繊維
(g)
	ｶﾘｳﾑ (kcal)

	一人一日
平均給与量
	1,924
	69.9
	52.7
	543
	
7.4

	823
	1.06
	1.04
	15.0
	96
	16.0
	2,430

	食事摂取基準
目標量
	1,900
	63～96
	43～64
	700～
	9.0
	790～
	1.20
	1.35
	13～
250
	100
	20
	2,830



2 個別必要エネルギー
  　 施設平均の食事摂取基準と共に、個々の推定エネルギー必要量と蛋白質量を算出し、個人に対応した食事を目標とし食事摂取量を2,400~1,200kcalまで8段階に設定した。
  　生活習慣病予防の観点から、可能な範囲で個々に合わせたバランスの良い食生活に留意した食事の提供を心がけた。
3 食品材料と調理
    　生鮮食品は当日納品を原則とし、調理については食品衛生の三原則である清潔・迅速・冷却(加熱)に努めた。
    納品時温度・加熱調理中心温度・調理終了時間を日誌に記録し、調理は適温給食を心がけた。
④　食品衛生
    食品取扱者・厨房と食品の衛生管理・冷凍冷蔵庫の温度管理・廃棄物等について毎日チェックをして食中毒防止に努めた。
　　また食事担当者の健康状態の把握の為、定期的に腸内細菌検査を実施した。
⑤　特別食
  ア　療養食    
　　医師の指示により実施した療養食及び刻み食等の延べ食数は次の通りである。
	

	入所利用者
	通所利用者
	短期入所・その他

	延べ食数
	37,092
	4,265
	443

	減 塩 食
	2,347
	0
	0

	糖 尿 食
	5,200
	241
	0

	脂質異常症食
	5,973
	0
	0

	粥　  食
	1,820
	0
	0

	ソフト食
	0
	0
	0

	きざみ食
	18,232
	2,042
	341


イ　行事食
    　昔ながらの行事食や季節感のある料理をできるだけ手作りで提供できるように努め、献立に変化をもたせ利用者に喜ばれるように配慮した。
	月日
	行事名
	行事食の内容

	4/1
4/3
	開園記念日
花見
	赤飯・かつおのたたき・天ぷら盛合せ・すまし汁・ストロベリーババロア
花見弁当

	7/7
	七夕
	七夕そうめん・天ぷら・七夕ゼリー

	7/31
	土用の丑
	うな丼・五目卵焼き・赤だし・キウイ

	9/12
	敬老の日
	赤飯・饅頭・天ぷら・茶碗蒸し

	9/18
	お月見会
	お月見焼き・鳥から揚・ポテト・海鮮焼きそば
フランクフルト・おにぎり・お月見団子

	12/25

12/29
12/31
	クリスマス会

餅つき
大晦日
	クロワッサン・エビフライ・クリームシチュー・鶏唐揚げ
もみの木ハンバーグ・ポテトサラダ・スパゲッティ・ケーキ
餡入り餅・菓子
年越しそば

	1/1
	正月
	おせち

	2/3
	節分
	巻き寿司・節分豆

	3/3
	ひな祭り
	雛寿司・雛あられ・甘酒・天ぷら・和え物



・選択メニュー
　　利用者が自分で選び決定することを目標に週1回実施した。
・誕生日特別メニュー
　　個別に特別メニューの中から食べたい料理の希望を聞き、誕生日に提供した。

（５）健康管理
疾病の早期発見、感染症対策に重点をおき、年2回の健康診断を始め、結核健診、歯科検診等の実施や手洗い、手指消毒の実施、ワクチン接種、空気清浄機や空間除菌機の設置により感染予防に努めた。
また、感染症対策においては、対策委員会を定期的に開催し、マニュアルの見直しや感染症発生時における業務継続計画に係る研修や訓練を職員全体で実施した。
・検診、通院状況
	各種検診
	受診者数
	通院状況
	受診者数
	通院状況
	受診者数

	歯科検診
	52名（うち通所は14名）
	歯　　科
	36名(うち通所は2名)
	耳鼻 科
	11名

	内科検診
	49名（うち通所は11名）
	眼　　科
	14名(うち通所は0名)
	循環器科
	2名

	結核検診
	56名（うち通所は18名）
	内　　科
	17名(うち通所は1名)
	泌尿器科
	2名

	 前立腺癌検診
	10名
	精 神 科
	25名(うち通所は1名)
	皮膚科
	19名(うち通所は0名)

	婦人科検診
	乳がん2名
	整形・外科
	12名(うち通所は0名)
	婦人科
	3名


 
（６）地域交流・地域交流室の活用
　　民生委員や各種団体との交流事業、地域のボランティア活動の拠点として活用した。
1月には、民生委員と一緒に曲に合わせた体操やレクリエーション活動を行う等の交流を図った。
・ボランティアの状況　　
	氏 名(団体名)
	活 動 内 容
	回数(延人数)
	住　所

	大星　初
	理 美 容 奉 仕
	12回(18名)
	鳴門市

	ＡＥＴ美容室
	〃
	12回(21名)
	徳島市

	大森　一子
	〃
	10回(5名)
	松茂町

	三木　秀子
	生 花 指 導
	24回(7名)
	松茂町

	徳島県職員労働組合
ボランティア
	お月見会
付添いボランティア
	1回（4名）
	



２　短期入所事業、日中一時支援事業
（１）短期入所事業
短期入所事業については、障害(児)者を持つ保護者が社会的理由、私的理由等から一時的に保護が必要となった場合に必要なサービスを適切に行うとともに、利用される障害(児)者の身体及び精神の状況、その置かれている環境に応じて必要な保護を行うことを目的として実施した。
（２）日中一時支援事業
日中一時支援事業については、障害(児)者の日中活動の場を確保し、見守り、社会適応するための日常訓練を実施し、日常生活の充実を図るとともに、家族の就労支援及び一時的な休息を図ることを目的として実施した。

短期入所・日中一時支援事業　月別利用者数
	
月
	短期入所事業
	　　　　日中一時支援事業

	
	利用者数(名)
	延べ利用日数(日)
	 利用者数(名）
	 延べ利用日数(日）

	　　　4
	3
	17
	2
	5

	[bookmark: _Hlk135038824]5
	2
	16
	3
	5

	6
	2
	16
	2
	3

	7
	4
	46
	2
	3

	8
	1
	10
	3
	8

	9
	2
	13
	5
	7

	10
	3
	15
	4
	13

	11
	3
	14
	5
	12

	12
	3
	　　   16
	4
	11

	1
	3
	18
	5
	10

	2
	4
	22
	3
	11

	3
	5
	26
	4
	       11

	計
	35
	229
	42
	99



３　職員研修　　
（１）施設外研修
    職員の資質向上を目的とし、日本知的障害者福祉協会、徳島県知的障害者福祉協会、徳島県社会福祉協議会、その他関係機関等が主催する研修会に出席した。
・月別研修内容
	R7.4
	令和7年度　徳島県知的障害者福祉協会第1回理事会・施設長会
	3名

	　　  
　　　5
	令和7年度 第1回社会保険事務担当者研修会
	1名

	
	令和7年度第1回四国地区政策委員会
	1名

	
	令和7年度 板野東部危険物安全協会総会
	1名

	　　　6
      
	令和7年度徳島県知的障害者福祉協会 定期総会
	3名

	
	第51回 徳島県知的障害関係施設職員研究集会
	1名

	
	令和7年度　徳島県強度行動障がい支援者養成研修（基礎研修）
	2名

	
	中堅職員ファーストステップ研修
	1名

	
	令和7年度 第59回四国地区知的障害関係施設長等会議
	1名

	　　　

　　　7
	第64回中国・四国地区知的障害関係職員研究協議会　鳥取大会
	1名

	
	令和7年度徳島県強度行動障がい支援者養成研修　第1回フォローアップ研修
	1名

	
	入所系事業所交流会
	1名

	
	令和7年度 全国知的障害関係施設長等会議 
	1名

	
	令和7年度　第1回総務部会（福祉職場におけるカスタマーハラスメント対応策）
	1名

	8
	令和7年度 第1回企画運営委員会
	　 1名

	
	令和7年度 第1回日中活動支援部会
	1名

	
	クレーム対応力強化セミナー
	1名

	
	令和7年度 強度行動障がい事業所間研修（第1回）
	2名

	9
	4法人連携事業（応用行動分析研修会）第1回研修会
	4名

	
	徳島県社会福祉法人経営者協議会 合同委員会
	　1名

	
	令和7年度　徳島県強度行動障がい支援者養成研修（実践研修）
	　 1名

	
	令和7年度　徳島県強度行動障がい支援者養成研修　第2回フォローアップ研修
	   1名

	10
	4法人連携会議　職員実習
	2名

	
	令和7年度強度行動障がい事業所研修（第2回）
	2名

	11
	令和7年度 徳島県知的障害者福祉協会　第2回理事会・施設長等会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	4名

	
	令和7年度　安全運転管理者講習
	1名

	
	令和7年度　第2回企画運営委員会
	1名

	
	令和7年度　徳島県強度行動障がい支援者養成研修　第3回フォローアップ研修
	1名

	
	4法人連携事業　応用行動分析講座
	3名

	     11
	令和7年度　四国地区知的障害関係職員研修会（香川県）
	1名

	
	第61回　全国知的障害福祉関係職員研究大会（福島県）
	1名

	     12
	令和7年度 社会福祉法人監事監査研修会
	2名

	
	令和7年度 第2回防災委員会・防災研修について
	1名

	
	令和7年度 第2回総務部会（個人情報保護の事務的取扱について）
	1名

	
	令和7年度 日中活動支援部会　全国大会（新潟大会）
	1名

	
	令和7年度 第13回 障害者支援施設部会　全国大会（愛知大会）
	1名

	R8.1
	令和7年度 社会福祉法人会計実務者研修会
	1名

	
	令和7年度　徳島県強度行動障がい支援者養成研修　第4回フォローアップ研修
	　 1名

	
	共生社会フォーラム㏌徳島2025(中国・四国ブロック)
	1名

	
	令和7年度 パラアスリートの卵発掘！パラスポーツ・チャレンジ事業
	1名

	
	再加熱システム研修会　
	2名

	

　　　2


	令和7年度メンタルヘルスセミナー
	1名

	
	令和7年度第４回四国地区政策員会
	1名

	
	令和7年度 四国地区知的障害関係施設長等会議
	1名

	
	4法人連携会議　職員実習
	2名

	
	令和7年度 都道府県経営協セミナー
	1名

	
　　
　　3
　　
	生成ＡＩ実践講座 [ 入門編・経営者実践編 ]
	2名

	
	令和７年度 徳島県知的障害者福祉協会 第3回理事会・施設長会
	2名

	
	令和7年度 第2回入所系事業所交流会
	1名

	
	令和7年度 第3回企画運営委員会
	　 1名

	
	徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター　企画運営委員会
	   1名


	



（２）施設内研修
　年間研修計画に基づき、虐待防止や身体拘束、感染症対策等の研修会を定期的に実施した。
	年 月
	研　修　内　容
	講　師
	参加人員

	R7.4
	感染症指針・感染対策マニュアル研修会
	主任看護師2名
	32名

	5
	権利擁護・虐待防止に関する研修会
	主任
	　　　 8名

	
	個人情報取り扱い・苦情解決研修会
	次長兼サービス管理責任者
	　　　全職員

	6
	新任職員研修
	次長兼サービス管理責任者
	1名

	
	身体拘束・虐待防止研修
	主任看護師2名
	23名

	
	感染症予防及び蔓延防止のための訓練に関する研修会
	主任看護師2名
	23名

	
	身体拘束・虐待防止に関する研修
	理事長
	全職員

	7
	新任職員研修
	次長兼サービス管理責任者
	　　　 1名

	
	身体拘束・虐待防止研修
	　主任
	　　    10名

	 
8
 
	新任職員研修
	次長兼サービス管理責任者
	１名

	
	身体拘束・虐待防止研修
	研修担当支援員
	3名

	9
	車椅子移乗の研修会
	　　　　　主任
	5名

	
	白十字の研修会（オムツのあて方について）
	排泄ケアアドバイザー　棚橋氏
	6名

	10
	新任職員研修
	次長兼サービス管理責任者
	1名

	
	車椅子移乗の研修会
	　　　　主任
	5名

	
	利用者対応の研修会
	主任、生活支援員
	5名

	

11



 
	感染症対策研修会
	四国大学　長尾氏
香川大学医学部教授　桑原氏
	全職員

	
	防災関係についての研修会
	　　　　　　主任
	　　   14名

	
	身体拘束・虐待防止研修
	主任
	5名

	
	新任職員研修
	次長兼サービス管理責任者
	1名

	12
	体調不良時・緊急時の対応・身体拘束に関する研修会
	主任看護師
	3名

	R8.1
	防災用品使用訓練に関する研修会
	防火管理者
	15名

	
　　　3

	腰痛予防研修
	徳島県パラスポーツ協会　
理学療法士　遠藤氏
	　　　13名

	
	強度行動障がい者支援の研修会
	係長、主任
	　　　  3名

	
	AEDの使用に関する研修会
	サニクリーン四国徳島支店　担当者
	　　　 5名



４ 安全と防災
　通常の避難訓練は板野東部消防組合との非常通報装置の使用を想定、大規模災害についての対応を踏まえながら防災訓練を実施し、松茂町との災害時における協定について、緊急避難場所、福祉避難場所の指定を受けていることから、町と受入れマニュアルについての協議を実施した。また、大規模災害時等における5法人相互応援に関する協定書を締結し、災害が発生した場合の相互応援連携体制の機能・役割等について協議を進めた。

・避難訓練の実施状況
	年  月  日
	時  　間
	災害の想定場所
	備　　考

	R7．4．27
	18:30～18:50
	２F洗濯場での火災想定
	１次避難場所まで避難

	5．24
	14:00～14:15
	大規模地震想定
	２次避難場所まで避難
（休日体制）

	6．19
	10:30～11:00
	大規模地震、消火、水防、 通報
	　　水消火器使用

	7．27
	14:00～14:15
	２Ｆ洗濯場での火災想定
	１次避難場所まで避難

	8．23
	14:00～14:15
	大規模地震想定
	２次避難場所まで避難

	9．21
	18:30～18:45
	２F洗濯場での火災想定
	　１次避難場所まで避難

	10．28
	10:30～11:00
	1階厨房での火災、消化、通報
	２次避難場所まで避難

	11．30
	18:30～18:45
	大規模地震、水防想定
	２次避難場所まで避難

	12. 26
	9:30～9:45
	大規模地震、水防想定
	２次避難場所まで避難

	R8.1．25
	15:15～15:30
	２F洗濯場での火災想定
	　１次避難場所まで避難
　　　（休日体制）

	　 2. 22
	11:00～11:15
	大規模地震想定
	　２次避難場所まで避難
（休日体制）

	3．12
	10:30～11:00
	大規模地震想定（津波）、消火、水防
	２次避難場所まで避難



５ 福祉サービス苦情解決事業  
    当園が施設利用者に提供する福祉サービスに対して苦情が生じた場合に苦情解決実施要綱に基づく方法で解決することによって、利用者個人の権利を擁護し、利用者個人が施設において尊厳をもってその人らしい自立した生活が送れるように支援した。

(1)福祉サービス苦情解決事業、受付体制
　・苦情解決責任者　阿部雅憲　（春叢園園長）
　・第 三 者 委 員　日切加奈子（仁栄会監事）　福岡公典（春叢園支援者会会長) 
  ・苦情受付担当者  満村宏典・田中綾(サービス管理責任者)

(2)福祉サービス苦情解決関係者会議（令和7年度事業報告）
　　【日時】　令和8年5月 15日（金）13時30分
　　【場所】　1F 地域交流室
　　【出席者】第三者委員：日切加奈子　福岡公典
　　　　　　　法人事務局：箕浦正将　平島誠司
　　　　　　　春叢園　　：阿部雅憲　満村宏典　田中綾
　　　　　　　ねむのき　：仁木伸一　齋藤由美子
　　　　　　　相談　　　：正札陽子　

令和7年度苦情受付状況について
	　項目
	受　付　方　法

	
	来所
	電話
	意見箱
	郵送
	その他
(連絡帳)
	合　計

	令和
6年度
	苦情
	相談
	苦情
	相談
	苦情
	相談
	苦情
	相談
	苦情
	相談
	苦情
	相談

	
	0
	5
	0
	　0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	  0
	  5



令和7年度事業報告（令和8年3月末）
相談支援事業所　仁栄会

1． 指定一般相談支援事業（地域移行支援事業・地域定着支援事業）について
地域移行支援事業では、施設や病院を利用する方を対象に、住いの確保や地域生活へ移行
　するための相談を行い、地域定着支援事業では、単身で生活している方が地域で暮らし続け
　るために常時の連絡体制を設け、緊急時には必要な支援を行う事業。
【実績】令和7年4月1日～令和8年3月31日　　相談事例0件

2. 板野郡5町相談支援事業（委託相談支援事業）について
板野郡5町より障害者総合支援法の地域生活支援事業を受託し、板野郡5町の障害児・者を対象に地域での社会生活を支えるために相談や支援を行い福祉サービス等に繋げるとともに、板野郡自立支援協議会へ参画、協力を行い、地域の相談ニーズに対応するために県や市町村及び関係機関との連携を図りながら支援を実施した。

【実績】板野5町相談支援事業件数　　　　　　　　　　令和7年4月1日～令和8年3月31日
	月
	松茂町
	北島町
	藍住町
	板野町
	上板町
	合計

	[bookmark: _Hlk495494752]4月
	53
	11
	18
	1
	8
	91

	5月
	37
	7
	30
	1
	6
	81

	6月
	39
	5
	12
	2
	14
	72

	7月
	39
	 13 
	14
	1
	5
	72

	8月
	31
	 3 
	17
	1
	4
	56

	9月
	28
	6
	6
	0
	2
	42

	10月
	44
	5
	7
	0
	7
	63

	11月
	35
	8
	5
	2
	2
	52

	12月
	28
	13
	7
	2
	3
	53

	1月
	36
	8
	2
	1
	7
	54

	2月
	19
	9
	　   7
	4
	1
	40

	3月
	25
	9
	5
	3
	0
	42

	合計
	414
	97
	130
	18
	59
	718





3．指定特定相談支援事業について
[bookmark: _Hlk149654271]　　障害福祉サービスの利用を前提とした相談で障がい者の抱える課題の解決や適切なサービス利用に向けて、サービス等利用計画を作成し、定期的にモニタリングを実施した。
[bookmark: _Hlk87620745]　計画更新…52件　モニタリング…44件

4．指定障害児相談支援事業について
　　障害児通所支援の利用を前提とした相談で障がい児の抱える課題の解決や適切なサービス利用に向けて、障がい児支援利用計画を作成し、定期的にモニタリングを実施した。
　　計画更新…119件　モニタリング…107件

5．職員研修について
法人事業所が開催する虐待研修や感染症研修などに参加し、施設外研修では他職種との連携に繋がる研修や県が主催する高次脳機能障害支援者養成研修、相談支援従事者研修（現任研修）等に参加した。

6．社会貢献
松茂町内の心身障害者の福祉増進を目的とした『松茂町愛光会』（松茂町手をつなぐ育成会）と、松茂町及び近隣の障害児とその家族の居場所である『ウイング』の活動に参加し、保護者からの療育や将来の事について悩みを共有し、相談に対応した。

7．福祉サービス苦情解決事業
　　社会福祉法第82条の規定により、利用者、保護者からの苦情に適切に対応するための体制を整備し、苦情等が発生した場合には、苦情解決実施要綱に基づき対応しました。
（1） 受付体制
　【苦情解決責任者】　1名　管理者　　【苦情受付担当者】　1名　主任相談支援専門員
【第三者委員】　2名　日切加奈子（仁栄会監事）　福岡　公典（春叢園 支援者会会長）

（２）苦情等受付状況
相談支援に関する苦情や相談　0件

（３）福祉サービス苦情解決関係者会議（令和7年度事業報告）
【日　時】  令和8年5月15日（金）13時30分
【場　所】　１F地域交流室
【出席者】　第三者委員：日切加奈子（法人監事）福岡公典（春叢園支援者会会長）
　　　　法　　　人：箕浦正将　平島誠司
　　　　春  叢  園：阿部雅憲　満村宏典　田中綾
　　　　ねむのき　：仁木伸一　齋藤由美子
　　　　相　　　談：正札陽子


